正常正期産児の早期新生児期における血中FGF23 (Fibroblast growth factor 23)濃度 by Takaiwa, Masanori
氏 名
授 与 し た 学 位
専攻 分 野 の名 称
学 位 授 与 番 号
学 位 授 与 の 日付
学 位 授 与 の要 件
学 位 論 文 題 目












論 文 審 査 委 貞 教授 平松 祐司 教授 尾崎 敏文 准教授 吉永 治美




濃度を (1)intactFGF23ELISA 或は (2)C-terminalFGF23ELISA を用いて勝帯血群
(N-22)､第 5生 日群 (N-22)､および成人群 (N-ll)の各群間で比較 した｡血祭
C-termina)FGF23濃度は麟帯血､第 5生日血､成人の各群で各々73.3± 22.4(平均値
± 標準偏差),81,0± 28.2､及び39.0± 7.8RU/ml､血清 IntactFGF23濃度は各々
3.9± 1.6,21.8± 17.6､及び 27.6± 7.3pg/mlであった｡抗 FGF23抗体を用いた




論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究ではビタミンD調節因子であるFibroblastgrowthfactor23(FGF23)の出生後の変化を中
心に検討している.まず,活性化の指標となるintactFGF23,蛋白発現量の指標となるC･temi al
FGF23の血中レベルの推移を検討し,またFGF23断片化の意義につき検討を加えている.
本研究では早期新生児期を通した血中FGF23濃度の特徴的な変動を捉え,成人と異なりFGF23
断片化が克進し,ラ音性が低下していること,すなわち早期新生児期のPi,ビタミンD代謝におい
てFGF23断片化が生理的な重要性を有することを証明しており価値ある研究であると認める.
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める.
